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【関東ブロック】  

 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

応募様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

1．団体名 埼玉県狭山市 

2．事業名 入間川とことん活用プロジェクト事業 

・事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

狭山市では、市の中心部を流れる一級河川「入間川」について、

親水空間の有効活用を図り、交流人口の増加を目指す「入間川と

ことん活用プロジェクト」を推進している。 

本プロジェクトは、平成 23 年の法改正による河川空間のオー

プン化を契機としたもので、今まで散策や休憩等の利用に限られ

ていた河川空間の一部について、その恵まれた自然環境や市街地

に近い立地条件を活かし、民間事業者による営業活動を通じて新

たな賑わいが創出されるよう、計画を進めているものである。 

当プロジェクトの推進にあたっては、狭山市として、河川利用

の促進に向けた園路・照明灯などのハード整備を実施している他、

地域の合意形成が図られるよう、協議会を設置し検討を進めてい

る。 

また、ソフト事業として、28 年度にはじめてサイクリストを対

象とした「入間川サイクルフェスタ in SAYAMA」を開催し、本

年度はイベント時の飲食店の出店や、河川敷ヨガ等を開催し、集

客事業による活用の可能性を探りながら、合わせてプロジェクト

の PR を行っている。 

・事業実施にあたり重視する

点 

年間を通じ、恒常的な賑わいが生まれる施設にしたい。 

売上の一部を、当敷地の環境整備費用に充てることで、河川維持

管理費の削減を目指したい。 

・事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

・施設等の用途 拠点としての便益施設 

3．サウンディングの目的 

 

民間事業者との対話により、その事業性を早期に判断し、民間事

業者が参入しやすい公募条件を設定するため。 

また、民間事業者が持つ、行政にない優れたアイデアやノウハウ
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を、当プロジェクトに取り入れたいと考えているため。 

4．事業対象地の概要  

①所在地（交通情報含む） 埼玉県狭山市柏原字宿田河原（入間川河川敷左岸 新富士見橋～

昭代橋の間） 

（狭山市駅から徒歩 10 分） 

②敷地面積 約 32，000 ㎡ 

③土地利用上の制約 都市計画法：市街化調整区域 

河川区域内 

④所有者 管理者：埼玉県（川越県土整備事務所） 

占用者：狭山市（現在は公園として占用） 

⑤周辺施設等 狭山市駅西口から約１ｋｍ 

対岸側を国道 16 号が走る 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

市民の憩いの場 

ウォーキングの拠点 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

河川占用料について（埼玉県条例） 

以下は、河川管理者である埼玉県が定めている金額です。 

①建物の敷地の用に供する土地 

例：飲食店、売店、オープンカフェ等 

年額３６０円／㎡ 

②工作物の敷地の用に供する土地 

例：移動販売車、簡易販売施設（テント、屋台等）、自動販売機、

飲食店等に付帯する軽易な設置物（イス・テーブル等）イベン

ト施設、洗い場、便所等 

年額１６０円／㎡ 

③河川敷地を原形のまま占用させる土地 

例：広場、キャンプ場、バーベキュー場及びこれらに附属する

駐車場等 

年額１，５００円／１００㎡ 

5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②施設の延床面積   

③建物の構成（構造、階数）   

④主な施設の内容、導入機

能 

  

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 
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⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

 

5-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 公園施設として、以下の設備が

ある。 

・男・女・バリアフリー対応別

のトイレ（上水・下水・電気

完備） 

・水飲み場１基 

・アスファルト舗装駐車場（35

台） 

・アスファルト舗装広場（3000

㎡） 

また、29 年度には、園路整備・

街路灯の設置等を予定していま

す。 

 

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

除草とトイレ清掃のみ外部へ委

託 

 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

6．事業環境  

①人口、高齢化率 2017 年 11 月現在 152,509 人 

平成 28 年度高齢化率  29.3％ 

②対象地周辺の人口構成 年代別人口構成、（平成 22 年国勢調査小地域分析に基づくもの） 

１次エリア（半径 300m） 

２次エリア（半径 500m） 

３次エリア（半径 1km） 

 

 

 

 

 

 

１次ｴﾘｱ ２次ｴﾘｱ ３次ｴﾘｱ 狭山市

人口総数 293 2,693 15,748 155,727

年少人口（ 0歳～14歳） 11.9% 11.8% 12.4% 12.0%

生産年齢人口（15歳～64歳） 64.8% 67.4% 66.7% 65.3%

老年人口（65歳以上） 22.5% 20.4% 20.6% 22.5%

15歳以上就業者数 48.8% 50.3% 49.6% 48.8%

後期高齢者数（75歳以上） 10.6% 8.5% 8.2% 8.7%
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③市民意見等 市民アンケート並びにワークショップの結果については、別添：

「入間川とことん活用計画プラン」に、反映させています。 

7．事業関連  

①現状及び課題 平成 24 年度から始まった「川のまるごと再生事業」では、清流

の復活と安らぎと賑わいの空間創出に向け、アユが遡上できる魚

道の整備や、堆積土の除去、遊歩道の整備を遊歩道の整備を行い、

入間川に親しむ環境が整ってきているが、日常的な賑わいの創出

に至っていない。その現状を踏まえ、平成 28 年度に「入間川と

ことん活用計画プラン」（別添）を策定し、入間川河川敷の景観を

活かし、民間活力を導入した交流拠点の整備を行うこととなった。 

②目的、考え方・基本方針 活用テーマ： 

『入間川の自然の景観美を生かした交流拠点機能の充実』 

 

<方針１> 狭山らしさを追求し、“入間川”を発信する拠点として

の整備を進める。 

●狭山を流れる入間川が持つ自然・歴史を感じられるよう、ま

た狭山市のヒト・モノが結集する賑わいの場としての機能を持

たせる整備を行う。 

●滞在時間の延長を目指した休憩施設等の整備、河川の眺望及

び自然環境に考慮したウッドデッキ等の滞留空間の整備、護岸

整備を行う。 

 

<方針２> 広域的な連携を視野に入れた仕掛けづくりを進める。 

●中心市街地及び周辺都市を結ぶ国道 16 号に近接した立地を

活かし、情報発信機能を持たせた整備を行う。 

●入間川流域を走るサイクリングロードを使って訪れるサイク

リストの滞在時間の延長を目指した施設や設備の設置を行う。 

●入間川の景観美の中でアウトドアを楽しむ環境整備を行う。 

●入間川流域の水辺環境を維持するとともに、水辺の良さを学

ぶ場として活用する。 

 

<方針３> 活用テーマに寄与するサービスを提供できる民間事業

者の誘致を目指す。 

●入間川の自然の景観美を生かした交流拠点機能の充実に向

け、官民が一体となって河川空間の利活用を進める。 

●民間誘致に際しては、地域貢献が図れるよう、狭山市入間川

河川敷利用調整協議会と連携し要綱等の整備を進める。また継

続的な出店が促されるよう、市と民間事業者との協議のもと、

インフラ整備の適切な役割分担を図る。 

③前提条件 ①法的規制条件 
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計画検討エリアにおいて「やすらぎ」と「にぎわい」を創出す

る施設等を整備する場合は、国の河川敷地専用許可準則に即し

たものとしている。 

②都市内河川が持つ機能と役割 

本市の中心を東西に流れる入間川は、現在に至るまで地域にと

って重要な位置にあり、昭和初期までは舟運の路として地域経

済を支え、舟運に代わる交通手段として鉄道、車が利用される

現在、入間川は市街地の治水機能・利水機能を担うとともに、

親水・レクリエーション機能、都市景観機能等を担う空間であ

る。 

計画検討エリアは、本市の中心市街地に隣接することから、都

市部における身近な自然環境を有する空間として、また都市活

動を支える憩いの空間としての役割を担っている。 

また、広域を結ぶ国道 16 号、都心を結ぶ鉄道駅（狭山市駅）

を有する中心市街地に隣接する位置にあるとともに、本計画検

討エリアを通る入間川サイクリングロードは、終点の川越市・

入間大橋で荒川サイクリングロードにつながっており、広域ネ

ットワークの要衝である。 

④事業スケジュール（案） 平成 30・31 年度民間事業者の公募・選定を予定している。 

8．対話内容 ・事業性の有無 

・提案が可能な事業スキームについて 

・本事業への関心 

・要望 

※意見・提案を求める内容

をご記入ください。 

 

9．対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参加

を確約するものではありません。 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（スポーツ関連事業者・飲食業） 

 

 

■ 添付資料 

・入間川とことん活用計画プラン 

・位置図 

・エリア写真一覧 

 


